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1処女作
　初めての「画分集」であるThe　Colour　of　London『ロンドソの色彩』の評
判は上々だった。新開，雑誌でも高く評価され，よく売れた。美術評論家
は，こぞって牧野の作品を手放しで絶賛した。そのことが，さらに売れ行き
に拍車をかけた。
　牧野は，このことを何よりも喜んだであろう。と同時に，つい昨日まで
の，飢えとの厳しい闘いを強いられていた極貧の生活，どん底の生活に思い
を馳せるとき，処女作に対する絶大なる反響の大きさに戸惑いを隠せなかっ
たであろう。
　牧野にしてみれば，ほとんど無一文同然でロンドソに到着してから，苦節
の約10年，突然の「予期せぬ大成功」をにわかには信じられなかったであ
ろう。いったい自分が現実の世界に生きているのか，それとも，仮の夢の世
界に生きているのか，なかなか判断がつかなかったであろう。
　rロソドンの色彩』の原画，60枚の展示即売会がヘイマーケットのクリフ
ォード・ギャラリー（Clifford　Gallery）で開催されたとき，数多くの有名
人，著名人が続々とやってきた。著名人のなかには，アレクサンドラ王女も
含まれていた。牧野は恥ずかしくて，最初は表舞台には出ることができず，
ギャラリーの片隅で目立たないようにして小さくなっていたのである。牧野
は，恐ろしくも控え目で謙虚な人であり，嬉しいときも，悲しいときも感情
をあらわにせず「抑制の美学」を身につけた人でもあった。
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　思いもよらぬ処女作の大成功により，牧野の身辺が急激にあわただしくな
る。それまでの，貧困の生活環境が一変することになる。まず，イギリスだ
けでなく，諸外国の読者から牧野の絵を絶賛した手紙が洪水のごとく大量に
舞い込む。午後のお茶会，夕食会，観劇やクラブなどへの会合への招待が殺
到する。講演，原稿執筆の依頼が増える。そして，牧野は英国画壇のみなら
ず，読者，批評家の圧倒的な支持を得て，ロンドンの社交界にも華々しくデ
ヴューすることになる。このとき牧野は，まだ若干37歳。
　牧野の絵のなかに，「国会議事堂のテラスでのお茶会」（Tea　on　the　Ter－
race　of　the　House　of　Commons）というのがある。男も女もきちんと正装し
ている。タキシードに身をかため，シルクハットをかぶった紳士。手慣れた
手つきでステッキをもち，威厳のある口髭をはやした紳士の姿。気品のあ
る，あざやかなドレスを身にまとっている女性たち。いかにも忙しそうにサ
ービスに余念のない，真っ白なエプロン姿のウェイトレス。はるか遠くに
は，黄色みがかった空の下にランベス・ブリッジが叙情的なタッチで描かれ
ている。テムズ河を背景に整然と立ち並ぶガス灯の数々。
　牧野が，これほどまでに詳しいお茶会の絵を描いたということは，牧野自
身が，このお茶会に招待された証拠でもある。このお茶会に招待されるとい
うこと自体が大変名誉なことであり，著名人の仲間入りをも意味した。
　この種のお茶会がどのようなものであるのか，フランシス・マーシャルは
Loπ伽Westのなかで，その一端をイラスト入りで紹介している。このイ
ラストは，偶然にも牧野の「国会議事堂のテラスでのお茶会」とそっくりだ
が，たまたま，イラストを描くときのアングルが，牧野が絵を描いたときの
アングルと同じであったということであろう。
　Very　privileged　visitors　are　invited　to　tea　on　the　terrace　of　the　Houses
of　Parliament，　thus　combining　a　social　occasion　with　the　business　of
statecraft．　You　can　watch　our　Statesmen　relaxed，　enjoy　the　river　view
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with　Westminster　Bridge　and　its　trathc，　the　distant　Lambeth　Bridge，
and　the　tugs　and　barges　going　past．　It　is　rather　unique　spot　for　tea．（1）
　冒頭の“Very　privileged　visitors　are　inVited”というところに注目したい。
牧野義雄の名はイギリス全土にとどろき，一躍ロンドンの有名画家になる。
それだけではない。『ロンドンの色彩』があまりにも評判がよかったため，
王室図書館の方式に従って，紫色の皮革で製本した特製の版をつくり，金色
の王冠をちりばめて，エドワード七世に献上することになった。このとき，
牧野が添えた献上文は，次のようなものであったという。
　日本帝国臣民某，謹んで書を陛†に捧呈す。某，陛下の府都ロンドン
の美景を深く愛し，不肖を顧みず，常に拙筆を以て写生しつつありし
処，陛下の良臣数名非常なる好意を以て拙画数十枚を集め，ここに一冊
の書を発行するに至れり，陛下若し御笑覧を賜らば，不肖の光栄これに
過ぐるものなし。ω
　数日後，牧野の献上本に対し，王室からは「バッキンガム宮殿の王室図書
館に永久保存する」旨のていねいな礼状が届いたという。（3）
2エルシーとウイニーとの出会いと別れ
　牧野の処女作『ロンドンの色彩』に関しては，心温まるエピソードも残さ
れている。それは，以前，下宿していた先の子供たちからの，まったく予期
せぬ突然の手紙だっだ。しかも，はるか遠く離れたカナダからの手紙。
　牧野は，ロンドソに到着した当初から少しでも安いところを求めて，とき
には，より居心地のよいところを求めて下宿先を転々と変えた。その下宿先
のひとつは，メイズヒル駅に近いアナソデイル・ロード96番地にあった。
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ロンドンの郊外だ。
　この家は，現在でも昔と変わらぬそのままの姿で建っている。この辺りで
は，毎朝夜明け頃，クロナキドリが鳴く。クロナキドリの鳴き声を聞きなが
ら，牧野はときには生れ故郷の挙母村の自然豊かな美しい風景を思い出した
ことであろう。
　家主の名はワトソン氏。家主の夫婦には，エルシーとウイニーという名
の，可愛らしい二人の娘がいた。姉が11歳で，妹が8歳。とくに妹のほう
が牧野になついた。牧野は，徹底した英国女性の崇拝者であったが，それに
優るとも劣らず，子供たちの崇拝者でもあった。牧野にとっては，画家にな
るという野心を抱きつつも，子供たちの純真無垢な姿がなによりの心の拠り
所でもあった。私心のない子供たちの，無邪気で自然な振る舞いが，仕事と
勉学で疲れ果てている牧野の肉体と精神を癒してくれたのである。
　英国の子供について，牧野はまるで告白でもするかのように，その心情を
述べている。
　1　think　1　1ike　English　children　best　of　all．　They　are　so　pretty．　More
than　once，　when　1　Visited　some　English　families　the　mothers　have　said，
“My　daughter　was　much　prettier　when　she　was　a　child．”1　always　ap－
prove　of　this　statement．　I　see　that　almost　all　childrell　are　very　beautiful．
Iam　very　fond　of　the　poor　class　childrell　as　we11，　and　perhaps　with　more
sympathy．　It　is　very　lovely　to　see　them　skipping　on　the　streefs．　Their
faces　stained　with　finger－marks　and　their　stockings　pulled　down　to　the
ankle　are　very　picturesque．（4）
　牧野は子供のよき観察者であり，よき理解老でもあったのだ。牧野は，ワ
トソソ氏の奥さんから，「子供たちをそんなに甘やかさないでください。こ
んなに甘やかされたら，どんな子に育つことやら」といわれるくらい，エル
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シーとウイニーを溺愛した。
　膝のうえに乗せて，日本やアメリカの昔話をしてやったり，時間があると
きには，ロンドン市内，動物園，公園，ミュージック・ホールなどにも連れ
ていってやった。当然，子供たちもそういう牧野になついた。
　牧野が仕事で遅くなったとき，子供たちは最寄りの駅で，牧野の帰りを
2，3時間も待っていたこともあったという。このときの様子を牧野は，こう
語っている。
　On　Satllrdays　the　of五ce　closed　half　day．　I　used　to　buy　oranges　or　ap－
ples　at　Charing　Cross　Station　and　put　them　in　my　pockets．　They　were　a1－
ways　waiting　for　me　at　the　Mazehill　Station．　They　often　waited　two幽or
three　hours　there　when　I　was　too　busy　at　the　o伍ce．　Soon　as　I　got　off　the
train　they　would　search　all　my　pockets　alld　find　out‘‘sometillg．”Then
they　were　so　happy．　I　used　to　carry　Winnie　on　my　back，　while　Elsie
pulled　my　coat　to　guide　me　to　home．（5）
　汽車から降りる牧野の姿を見つけるやいなや，エルシーとウイニーが一目
散に走り寄っていく光景が目に浮かぶようだ。この文章のなかに，牧野の人
柄，性格，人間性が凝縮した形ですべて言い表わされているように思われ
る。
　牧野はロンドンに着いだその日から，ロンドソの虜になり，ロンドン社会
にどっぷりとつかっていくことになる。まるで，そこが「地上の楽園」でも
あるかのように。そののめり込んでいく様は，不思議なことに生れ故郷の挙
母村の比ではない。
　前述したように，牧野がはじめてイギリスの地を踏んだのは，1897年12
月8日の早朝のことであった。着いたところが，たまたま小さな港町ニュ
ー・ wイヴソ（Newhaven）というところ。信じられないことだが，このと
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き牧野は絵の道具などいっさい持っていなかった。
　牧野は，ロンドンでの，経済的になにひとつ当てのない前途多難な日常の
生活が待ち受けていたにもかかわらず，まるで預言者のごとく，この地の名
を独自に「新しい天国」（New　Heaven）と解釈した。日本人に対する人種
差別が激しかったカリフォルニアでの辛い日々が脳裏をよぎったのであろう
か。それとも，船のなかでのイギリス人の船員の態度が人種差別など微塵も
感じさせることなく，親切であったからであろうか。
　『ロソドンの色彩』にまつわるエピソードに話を戻そう。じつは，牧野が
可愛がっていたエルシーとウイニーの両親が急死してしまったのである。牧
野は，この家庭的で極めて居心地のいい下宿を去らなければならなかった。
子供たちとの突然の別れは，子供たちにとっても，牧野にとっても，身を切
られるほどに辛い別離であったに違いない。
　不幸中の幸いというべきか，子供たちには英国海軍に勤める裕福な親戚が
あり，二人はそこに引き取られることになった。牧野はこの下宿に1年半
ほど滞在した。
　ところがある日，先に述べたように，牧野のところに出版社経由でウイニ
ーからの手紙が舞い込んだ。お互いが離れ離れになり，音信不通になってか
らの突然の手紙。しかも，カナダからの手紙だった。牧野はこのとき，どれ
ほど驚き，そしてどれほど狂喜したか察するにあまりある。ウイニーは，カ
ナダの新開の書評欄で偶然にも『ロンドンの色彩』の存在を知ることができ
たのである。
　このことはまた，牧野の画文集がイギリス国内だけでなく，国鏡を越え
て，いかに広く取り上げられたかを意味する。このときのウイニーの喜びよ
うも察するにあまりある。おそらく，高鳴る胸を抑えることができず，書評
欄を見たその日のうちに手紙を書いたのではあるまいか。
　牧野はさっそく返事を書いた。そして，絵本でも送ろうかとたずねた。こ
の心配りが，いかにも子供好きの牧野らしい。年月の流れなどすっかり忘れ
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て，牧野の頭のなかは小さいときの子供たちの姿で一杯になったであろう。
牧野自身が子供のような心の持ち主でもあったのだ。
　ウイニーからの返事もすぐにきた。そこには，こう書いてあった。
　“My　dear　Mr．　Markino，　you　cannot　imagine　how　delighted　1　was　to
hear　from　you　after　all。1　arn　afraid　you　are　still　thinking　of　me　as　a　little
‘‘soby”in　a　pinafore．　But　remember，　I　am　seventeen，　and　1　believe　1　am
few　inches　taller．　than　you　now．．．”（6）
　このことがきっかけで，姉のほうのエルシーからも牧野のところに手紙が
くるようになる。どの手紙にもカナダでとでも幸せに暮らしている様子が書
かれていた。クリスマスの日に，エルシーからきれいな装丁のロングフェロ
ー（Henry　Wadsworth　Longfellow）の本が送られてきた。その扉には，
“Recollecting　all　your　kindness　long，　long　ages　ago．”と書いてあったとい
う。
　「事実は小説より奇なり」といわれるが，牧野とこの子供たちとの「再会」
ほど，このことをよく言い表わしているものはない。エルシーにしてもウイ
ニーにしても，牧野に手紙を書くときには，牧野との忘れることのできな
い，数々の思い出がまるで走馬灯のように頭をよぎったであろう。手紙を書
くときの手の動きがあふれくる思い出や，こみあげてくる感情の流れについ
てゆけず，さぞかしもどかしかったことであろう。
　当然，ロソドソ市内，動物園，公園などに連れていってもらったことや，
牧野が駅に着くたびに「その日のプレゼソト」を求めて，無邪気にも，まっ
さきに牧野のポケットをまさぐったことも思い出したであろう。
　エルシーが牧野に送ったロングフェローの本のタイトルは定かではない
が，おそらく，最初の詩集，Evangeline『エヴァンジェリソ』ではなかろう
か。この甘美な恋愛詩を牧野は，挙母村に住んでいたときから愛読してい
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た。そして，恋愛は罪ではなく，人間愛が純粋で誠実であるときには，それ
が美しいものであることに目覚めた。散策の折り，牧野はこの詩集を手から
放さなかったという。
　牧野のことだから，詩の一節をエルシーとウイニーに詠んで聞かせたのか
もしれない。そのことを彼女たちは，幼心にもいつまでも覚えていたのかも
しれない。
3霧の画家
　牧野義雄の名を一躍世間に知らしめたものは，単なる画家ではなく，「霧
の画家」としての牧野だった。観た者の心を温かく優しく包み込むような，
霧にけむるロンドンの，繊細で叙情的な風景画が多くの人々の心を捉えては
なさなかったのである。牧野の絵には，どれもこれも作者の愛情があふれて
いる。
　ただし，牧野といえども，まったく最初からロソドンの濃い霧にこれほど
までに夢中になり，魅せられたのではなかった。実情はまったくその逆で，
当初は肺結核になるかもしれないという健康の面から，ロンドンの霧を警戒
していたのである。
　それで牧野は，外出するときにはいつもマスクをかけた。当時は，マスク
をかけた跡がくっきりと残るほど，霧（正確にはスモッグ）による汚れがひ
どかったのである。
　ところが，ほんの数年後には，牧腎は霧にけむるロンドンの街並に完壁な
までに打ちのめされてしまう。牧野が長い間探し求めていた風景の原点が，
ぼんやりと霧の漂うロンドンの街並にあったのだ。
　「霧に目覚めた」という言い方は変だが，心の底から霧に魂をすっかりと
奪われてしまった牧野は，霧に対する思い入れを惜し気もなく吐露する。
Age　and　the　fogs　have　made　the　buildings　so　beautifU1．　I　often　hear
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anists　complaining　because　they　cannot　get　models　or　views　resembling
their　own　ideal，　but　1　must　say　London　in　mist　is　far　above　my　own　ideal．
Iam　not　a　chemist　to　analyse　the　elements　of　fog．　Whether　it　is
unhealthy　or　not，　is　not　the　question　for　me．　The　colour　and　its　effect　are
most　wonderfU1．　I　think　London　without　mists　would　be　like　a　bride
without　a　trousseau．11ike　thick　fogs　as　well　as　autumn　mists．　Evell　on　a
summer　day　I　see　some　covering　veils．　When　1　came　to　London　first，　I
thought　the　buildillgs，　figures，　and　everything　in　the　distance，100ked
comparatively　large，　because　in　Japan　the　atmoshere　is　so　clear　that　you
can　see　every　small　detail　in　the　distance，　while　here　your　background　is
mystified　abruptly，　which　has　a　great　charm　to　me．（7）
　「霧のないロンドソは，花嫁衣裳を忘れた花嫁のようだ」とは，牧野一流
の巧みな比喩的な表現だ。また，とくに濃い霧が牧野の画風に決定的な影響
を及ぼすことになる。
　牧野の霧に対する深い思い入れが，ロンドソで画家としての牧野の将来を
決めることになるのだが，サンフランシスコ特有の，たちこめる濃い霧にも
牧野はいいしれぬ魅力を感じていた。そして，ホプキンズ美術学校に通って
いたときに，マシュー校長の「サンフランシスコの冬は比較的暖かく鶴がか
かっている。まるで透明なシルクのべ一ルが景色を覆ったようである。この
シルクベールは色調の濃淡法がよく合えばよろしい。色の配合を工夫してみ
なさい」「シルクベールは色彩と言うよりむしろ感情だ」などの助言が，お
おいなるヒントになる。（8）
　問題は，どうしたら霧にけむるロソドソの街並，人の心を包み込むような
暖かいガスの灯りに照らされたロソドソの街並，早朝や夕暮どきのぼんやり
としたロンドンの光景をカソバスの上に再現できるかである。牧野は霧の表
現の難しさを悟る。そして，失敗に失敗を重ね暗中模索のうちに，ついに独
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自に，その技法を見い出すことになる。
4牧野の技法
　マシュー校長の示唆に富んだ貴重な助言がヒントになり，牧野が生み出し
た技法は「シルクベール」と呼ばれる。
　まず，画用紙としてはワットマン・ペーパーを使う。純白で厚いこの画用
紙は，その名のとおり，1760年に，イギリスのケント州で，ジェームス・
ワットマソ（James　Whatman）が麻を主原料として考案したものである。
水をよく吸い込み，絵の具がにじまない。この画用紙は世界的に普及するこ
とになった。
　霧の表現に苦心していた牧野が，この画用紙に巡り合うことができたのも
幸せなことであった。イギリスをこよなく愛し，イギリス人が開発した画用
紙に巡り合えたのもなにかの縁なのかもしれない。なぜなら，この水彩画用
紙の質が，牧野が考案した技法とぴったりと一致したからである。
　牧野は，この画用紙を約1時間ばかり水に漬けておき，充分に湿らせる。
そして，まだ画用紙が濡れているうちに風景を遠景から描きはじめる。それ
から次第に近景を描いていく。すると，まだ画用紙が乾ききっていないうち
に描いた遠景がにじんでぼんやりと見える。この技法が，霧にけむるロンド
ソの街並，雨に濡れたロソドンの光景を描くときに，幻想的で独特な雰囲気
をかもしだしたのである。
　また，牧野の絵を観た者に，牧野は目に見えるものの奥にあるものを描い
たというふうにも感じさせるのである。牧野の風景画のなかにひそむ画家の
心や魂を感じ取る人も多いであろう。ふと我にかえったとき，無意識のうち
に，まるで催眠術にでもかけられたかのように，牧野の絵のなかに吸い込ま
れていた自分を発見するであろう。今風に言えば，牧野の絵を鑑賞している
と，心が癒されていく自分を見い出す人もいるかもしれない。
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　イギリスだけでなく，欧米で多くの読者，ファンを獲得することになった
牧野の水彩画の技法はこれだけではない。それは，極端ともいえるほどの，
徹底した色の節約である。こめ点については，牧野が「命の恩人」「私の芸
術の父」といって琿らないスピルマンの指摘に，耳を傾けてみたい。
We　are　told　by　M．　Felix　Regamey　that　the　colours　employed　by
Japanese　artists　of　the　best　period　are　yellow，　bro㎜，　dark，　blue，　green，
orange，　white，　vermilion，　red　brown，　red，　and　black－110　more．　To　these
an　English　artist　would　add　others．　But　Mr　Markino　has　simpli且ed　the
list　considerably；some　of　the　pictures　1　have　known　him　paint　have　been
carried　out　with　only　two　or　three　colours－there　are　several　such　in　this
book，　This　economy　is　personal　to　the　artist，　and　yet　he且nds　means　to
express　with　them　the　hues　he　finds　in　our　Londoll　townscape　and　in　the
grey　veil　of　mist　which　enshrouds　the　sternness　of　the　view　and，　as　Whis－
tler　declared，　transfomls　warehouses　and　shot　towers　and　factory　chim－
neys　into　castles，　palaces，　and　campanili．（9）
　たしかに，スピルマンが強調しているように，どんなにありふれた平凡な
風景，ふだん気にも留めない対象物でも，ひとたび牧野の手にかかれば，詩
的で神秘的な場面に変身してしまうのである。色彩と形の配合から生まれる
効果，構図の力強さはもちろんのことだが，それらを超越して，絵のなかに
内在する牧野の魂が読者の魂を揺さ振るのである。
5　スケッチへの執念
　画家を志す者は，誰しも描く対象が風景であれ，人物であれ，あるいは物
であれ，まずそのスケッチからはじめるであろう。このことに関しては牧野
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も例外ではない。
　前述したように，牧野はロンドンに来る前に，サソフランシスコで，4年
間，絵の修業に励んでいたのだが，貧困にあえぎ，日々の生活のためのアル
バイトに大半の時間をとられ，実質的に美術学校に通えたのは，1年足らず
だった。家内労働を主とするアルバイトの賃金も苛酷な労働条件の割りに
は，極端に安かった。だから，ロソドソでスケッチの第一歩から始めなけれ
ばならなかったのである。
　ロンドンのゴールドスミス美術学校のマリオット先生と牧野とのやりとり
が，すべてを物語っている。
Mr．　Marriot　asked　me，“Can　you　draw　crowds　of　people　in　the　streets？”
Isaid，‘‘No．”
‘‘ban　you　do　designs～”
‘‘mo”
‘‘co　you　know　anything　of　Architecture？”
‘‘mot　at　all．”
He　was　quite　pale！Inever　forget　his　kind　sympathy　which　so　naturally
apPeared　on　his　face．ao
　謙虚な牧野のことだから，自分がスケッチさえできないことを，自嘲気味
に誇張して言っているのかもしれないが，このあと牧野は一心不乱にスケッ
チに専念する。そのあくなき執念はすさまじい。
　牧野のスケッチへの執念，こだわりを考えるとき，私は昔訪ねたことのあ
るバルセロナのピカソ美術館のことを思い出さずにはいられなかった。この
美術館には，ピカソの初期と晩年の作品を展示してあるが，私が最も注目し
たのは，ピカソが幼年・少年時代に使用した教科書が陳列してあることだっ
た。なんと，ピカソは科目を問わず，自分が使用したありとあらゆる教科書
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の余白という余白にびっしりとスケッチを描いていたのである。落書やいた
ずら書きもある。いってみれば，「ピカソ以箭のピカソの絵」だ。　　’3
　鉛筆を持つ手，ナイフを握ったときの指の形，などなど。天才画家ピカソ
だが，ピカソほどスケッチに時間をかけ，没頭した画家はいないのではない
かと，そのとき思ったものだ。
　牧野は，まず，駅，レストラン，劇場，教会，公園など，どこへ行くにも
必ずスケヅチブックを持参する。そして，目に飛び込んできたものをかたっ
ぱしからスケッチする。レストランでは，他のお客が牧野をじろじろと見
る。しかし，牧野は一向に気にしない。少しでもお金に余裕ができると，上
流階級の人々の姿をスケッチするために，なけなしのお金をはたいて格の高
いレストランに行く。
　路行く人たちの姿をスケッチしているときに，気を取られて街灯に衝突し
たことも一度や二度ではなかった。辻馬車をスケッチしているときに，馬車
の動きに気を取られて小さな子供を突き飛ばして，母親から睨まれたことも
あった。乗合馬車に乗っても，前からでも後からでもなりふりかまわずお客
をスケッチする。
　こともあろうに，説教の間，教会の中をスケッチして友人から餐盛をかっ
たこともあった。それがもとで，親しくしていた友人を失ったこともあっ
た。だが，牧野は画家になるという目的のためには手段を選ばない。妥協も
一切しない。
　街を歩いていて，美しい物を見たときには急いで家に帰る。そして，他の
物を見ないように心掛ける。最初の印象を大切にしまっておくためだ。急い
で家に帰り，カソバスの上にその印象を表現する。
　夜，家に帰っても，昼間のうちに見たものの記憶を頼りに，ただひたすら
スケッチをつづける。訓練，経験とは恐ろしいものだ。しまいには，一度に
20人ほどの姿を記憶できるようになる。たとえば，女性がどんな色の，ど
んな形の帽子をかぶっていたか。どんなドレスを身につけていたか。どんな
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靴をはいていたか，などなど。
　こういう牧野だが，自分の記憶力のなさに絶望したり，動きの速いものを
捉えるためにコダック・カメラを買ったこともある。だが，絵を描くのにカ
メラは機械的すぎてなんの役にも立たないということがわかって，あっさり
と家主の娘にカメラをあげてしまう。
　結果論だが，このことが牧野にとってはよいことであった。また，牧野の
画風を決定したといってもよい。それは，牧野は風景画を描くときに記憶に
基づいて描いたということである。記憶に残らなかったもの，忘れたものは
描かずに，強く印象に残ったものだけを描いたということである。そのこと
が，かえって牧野の風景画を観た者に強い印象，衝撃的なインパクトを与え
ることになった。画家としての牧野の魂が絵を観た者に乗り移るのである。
　カメラは対象物の細部にいたるまですべてを写すことになる。いかなる絵
でも，対象物をそのまま復元したのでは意味がない。ましてや，画家の個性
をだす余地などまったくない。対象物の単なる復元であれば，カメラにかな
うはずがない。
　これは，あくまでも仮定の話だが，風景画を描くときの記憶を補うものと
して，もし牧野がカメラにこだわりつづけていたら，天才水彩画家・牧野義
雄はこの世に誕生していなかったのではあるまいか。
　この点に関して，ハマトンは，ずばり指摘している。
　絵画の場合で言えば，自然を前にして描く場合は，われわれは自分の
好みで対象を選択しますが，アトリエで制作する場合には記憶している
ものを描くわけです。その際，最も美しい構図は記憶のもつ選択機能か
ら生まれるのです。この機能のおかげで記憶に残った対象のある部分
は，大いに誇張され，他の部分は逆に縮小されるのです。まったく省略
されてしまうこともよくあります。こんな風に誇張したり省略したりす
ることに対して自責の念を感ずるような画家がいたら，その画家は自分
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が画家であることを自ら責めているようなものです。⑪
　もとより，このハマトンの言葉は，画家を志している者への教訓として直
接言っているのではない。『知的生活』のなかの「記憤力が悪いと嘆いてい
る学生へ」というところで言っているのである。
　若いころ，ハマトンは自ら絵筆をにぎったことがある。美術関係の著作も
あるし，美術雑誌の編集責任者の経験もある。それゆえに，ハマトンの指摘
には重みがあるのである。ハマトンの動観耽吻猛膨『知的生活』は，
1873年に発行された。牧野が，このハマトンの著作を読んだかどうかは知
る由もないが，あえてカメラを放棄したことにより，牧野は画家としての正
統なる道を歩むことになったことだけは確かなことである。
　そして，「最も美しい構図は記憶のもつ選択機能から生まれる」という，
ハマトンの指摘がいかんなく発揮されている牧野の作品は，『ロンドンの色
彩』の口絵にもなっている代表作のひとつ「ピカデリー・サーカスの夜景」
ではないかと，私は密かに思っている。
（注）
（1）Francis　Marsha皿，　LodOn　West（The　Studio，1944）p．38．
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（3）同掲書，p．80．
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　Windus，　1907）p．32．
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（8＞豊田市郷土資料館監修『牧野義雄物語』（豊田市教育委員会，1999年）p．29，
（9）　The　Colbur　of　London，　p．8．
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ODP．G．ハマトン（渡部昇一・下谷和幸訳）『知的生活』（講談社，1979年）p．133．
付記：本来，「マキノ」のローマ字表記は「Makino」であるが，前回同様，本稿にお
いても，「r」を入れた牧野自身による表記「Markino」を使用している。これは，
「メイキノ」と発音されないためであり，牧野の英文による著作，作品への署名では，
すぺて使われている表記でもある。
（まるやま・たかお　商学部教授）
